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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に有機化合物を有し、
　前記有機化合物が、ジベンゾ［ｆ，ｈ］キノリン環と、アリーレン基と、正孔輸送性骨
格と、を有することを特徴とする発光素子。
【請求項２】
　一対の電極間に有機化合物を有し、
　前記有機化合物が、ジベンゾ［ｆ，ｈ］キノリン環と、アリーレン基と、正孔輸送性骨
格と、を有し、
　前記有機化合物は、前記ジベンゾ［ｆ，ｈ］キノリン環と、前記正孔輸送性骨格と、が
前記アリーレン基を介して結合することを特徴とする発光素子。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記正孔輸送性骨格が、π電子過剰型ヘテロ芳香環であることを特徴とする発光素子。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一において、
　前記アリーレン基が、フェニレン基、またはビフェニルジイル基であることを特徴とす
る発光素子。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか一において、
　前記アリーレン基が、ｍ－フェニレン基であることを特徴とする発光素子。
【請求項６】
　一対の電極間に有機化合物を有し、
　前記有機化合物は、ＬＣ／ＭＳ分析した際のマススペクトルとして、
　ｍ／ｚ＝３００以上２０００以下にプレカーサーイオンが検出され、
　ｍ／ｚ＝２００以上３００以下に少なくとも２つのプロダクトイオンが検出され、
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　前記プレカーサーイオンは、ジベンゾ［ｆ，ｈ］キノリン環を含むｍ／ｚであり、
　前記プロダクトイオンの一方がｍ／ｚ＝２０１付近、他方がｍ／ｚ＝２２７付近である
ことを特徴とする発光素子。
【請求項７】
　一対の電極間に有機化合物を有し、
　前記有機化合物は、ＴｏＦ－ＳＩＭＳ分析した際のマススペクトルとして、
　ｍ／ｚ＝３００以上２０００以下にプレカーサーイオンが検出され、
　ｍ／ｚ＝２００以上３００以下に少なくとも２つのプロダクトイオンが検出され、
　前記プレカーサーイオンは、ジベンゾ［ｆ，ｈ］キノリン環を含むｍ／ｚであり、
　前記プロダクトイオンの一方がｍ／ｚ＝２０２付近、他方がｍ／ｚ＝２２７付近である
ことを特徴とする発光素子。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一に記載の発光素子を用いた発光装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の発光装置を用いた電子機器。
【請求項１０】
　請求項８に記載の発光装置を用いた照明装置。
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